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越境地域政策研究フォーラム 
「分科会総括報告会」 
 
戸田敏行（愛知大学）・蒋湧（愛知大学）・駒木伸比古（愛知大学）・ 
岩崎正弥（愛知大学）・和田明美（愛知大学） 
 
日 時：2018 年 2 月 10 日（土）17：30～18：00 
場 所：愛知大学豊橋校舎 逍遥館 2Ｆ 
 
 
○分科会１「越境地域とガバナンス」総括 
戸田敏行（愛知大学） 
 
分科会1では、継続的な主題である「越境地域と
ガバナンス」をテーマに、６題の研究発表がなされた。
以下に発表概要と質疑応答内容をまとめる。 
1.「遠隔自治体間の越境連携（小川勇樹・寺田ひか
る・戸田敏行：愛知大学）」は、空間的に離れた遠隔自
治体間の連携特性を、地方創生交付金採択事業を事例
として全国自治体アンケート調査から分析したもので
ある。交付金採択事業の内、広域連携事業は 15％、県
境を越える遠隔連携は69事業と広域連携の1割程度と
なっている。現時点では少数であるが、今後の拡大が
期待される。連携の特性として、分野別、機能補完・
集積、事業化の経緯、事業の継続性等の傾向が報告さ
れた。質疑応答では、特徴的な事例として報告された
遠隔地連携事業を巡って、遠隔地連携のメリットと遠
隔地連携の形成プロセスについて意見が交わされた。 
2.「県境を越えた交流連携による農山村地域づくり
の展開（柳田良造：岐阜市立女子短期大学）」は、岐阜
見発題課「、に象対をりくづ域地の区地上川市川津中県
型のイベントの有効性」と「長野県阿智村清内路地区
の先進的な地域づくりとの交流による刺激の有効性」
の 2点を検討したものである。川上地区での 5回のワ
ークショップに、清内路地区との越境的な交流を加え
ることで、川上地区のイベント「Ｋマルシェ」を課題
発見型イベントとして位置づけられることに至ったこ
とが報告された。質疑応答では、ワークショップと越
境的な交流の関連性、「Ｋマルシェ」の課題発見型イベ
ントとしての機能について意見が交換された。 
3.「『越境地域づくり交流会』による越境プラットフ
ォームの形成（内海巌：上越市創造行政研究所）」は、
北陸新幹線開通を契機としてスタートした長野県・信
州いいやま観光局、新潟県の越後湯沢・雪国観光圏、
上越市創造行政研究所による人材ベースの越境交流会
に関する報告である。本センター公募研究による平成
26年度のシンポジウムから 4回の交流会に発展し、交
流が定常化しつつある状況が報告された。機能的には
交流と学習の実績を有し、創発と調査研究実施が今後
の課題とされた。質疑応答では、連携の背景となる歴
史的なつながり、人材交流に果たす「よそ者」の役割、
運営者の連携組織化への理解度、３つの主体組織が民
間・半官半民・行政と異質であることの効果などにつ
いて意見が交わされた。 
4.「中国内モンゴル自治区を中心とする『地域連携
軸』に関する研究（暁敏：中国内蒙古大学）」では、「一
帯一路」政策の一環であり、2016年に要綱が締結され
た「中国・モンゴル・ロシア経済回廊建設計画」につ
いて、経済集積と計画の関連性について報告された。
報告では、貿易を必要とする産業集積地域と越境が考
えられる国境地域との間には空間的な隔たりがあり、
実態と計画が乖離している点、中国において内モンゴ
ル自治区の皮革産業を事例に産業集積を形成する際に
加工技術が欠落していることが指摘された。質疑応答
では、内モンゴル自治区のような地方行政組織が、主
体的な産業政策を取る際の制度的な可能性等について
質疑が行われた。 
5.「可動的市場（軽トラ市）の越境的構成に関する
実証的研究（小澤高義：豊橋市、小川勇樹・戸田敏行：
愛知大学）」は、2005 年頃から全国的な広がりを見せ
つつある軽トラ市の実態分析に関する報告である。報
告では、全国軽トラ市調査から開催場所、開催数と規
模、来街者・出店者の広域化の状況、主要な軽トラ市
である新城軽トラ市・磐田軽トラ市調査から販売状況、
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出店条件、出店範囲などの現況が報告された。また、
こうした実態を基盤として、比較的軽トラ市が集積す
る三遠南信地域での軽トラ市の越境連携について可能
性が述べられた。質疑応答では、軽トラ市と商店街の
空間整備との関係、三遠南信地域で軽トラ市が集積す
る要因などについて意見交換が行われた。 
6.「愛知・静岡県境を潤す豊川用水（小酒井徹：水
資源機構）」は、愛知県内を対象とする豊川用水ではあ
るが、静岡県の天竜川の流域変更と佐久間導水による
取水量が 1/4を占め、農業用水・工業用水供給エリア
に静岡県湖西市を含む越境構造を有している状況が報
告された。当初計画は昭和 24年であるが、昭和 29年
の１次変更で流域変更、昭和 33年の２次変更で佐久間
分水が合意されている。佐久間導水は天竜東三河特定
地域総合開発計画が県境を越えた国土計画であること
によってなされており、通水から５０周年を経るに至
った経緯が紹介された。質疑応答では、県境を越える
事業となった経緯における国と県の意向と役割、建設
工事をする際の地域空間配慮などについて意見が交換
された。 
 
 
○分科会２「越境地域と空間情報」総括 
蒋湧（愛知大学） 
 
分科会 2は、「越境地域の防災減災と情報支援」のテ
ーマで、巨大災害リスクに備えるための行政、企業と
大学の連携、越境地域の災害情報の充実と横断的な支
援のあり方について、講演と議論を行った。 
この分科会は、環境省の環境研究総合推進プロジェ
クトの共催、並びに日本 GIS学会の協賛を受けて行わ
れ、40名の参加者とともに、熱い議論を交わした。 
分科会は、第 1部の講演と第 2部のパネルディスカ
ッションに分けて進められた。第一部には、慶応義塾
大学大木聖子先生、関西大学の北詰恵一先生、愛知大
学の鄭智允先生を迎え、講演が行われた。私、蒋湧が
司会を務めさせて頂いた。第 2部には、前述の 3名の
先生方々のもとに、さらに浜松市役所の小林正人様、
株式会社 ESRIジャパンの名和裕司様、静岡大学の藤井
基貴先生と愛知大学の私が加わり、パネルディスカッ
ションを行った。第 2部の司会は慶応義塾大学厳網林
先生に務めて頂いた。 
巨フラト海南「、は生先子聖木大の学大学大塾義応慶
大地震とは」をタイトルに、世界の巨大地震の歴史、
地震の基本知識と用語をはじめ、直面する南海トラフ
巨大地震のメカニズムを非常にわかりやすく紹介した。
関西大学の北詰恵一先生は巨大震災の災害廃棄物の処
理問題に対し、災害廃棄物処理に関する広域的な計画
の欠如、今後人口減少による社会的なリスクの増大と
自治体力の弱体等の課題を踏まえ、災害廃棄物処理の
現状を分析し、未来の課題を展望した。愛知大学の鄭
智允先生は廃棄物処理の「平時」と「非常時」の自治
体対応、並びに廃棄物処理の経費負担や行政責任につ
いて、いくつかの政策課題を洗い出した。 
後半のパネルディスカッションにおいて、浜松市の
小林正人様は、浜松市の防災・危機管理 GISの導入を
紹介し、株式会社 SERI ジャパンの名和裕司様は、10
年前の新潟県中越沖地震災害対応支援 GIS チーム EMC
（緊急時マッピングセンター）の事例を紹介し、10年
後 GIS災害対応の進化を語った。静岡大学の藤井基貴
先生は、教育の現場から子どもに対する防災教育の現
状を紹介した。最後に、私、愛大の蒋湧はいくつかの研
究事例を通して災害リスク評価の定量化について、そ
の重要性と課題を紹介した。 
 
 
○分科会３「地理学的視点からみる越境地域」総括 
駒木伸比古（愛知大学） 
 
分科会３は、「地理学的視点からみる越境地域」をテ
ーマとして、越境地域における社会・経済・行政の動
向を、空間・場所・スケールといった地理学的視点か
ら検討することを目的として、4つの発表がなされた。 
第 1発表「観光越境地域の観光と経済」（渋澤博幸:
豊橋技術科学大学・今西衞：日本文理大学・打田
委千弘:愛知大学）は、熊本県および大分県の越境地
域を対象として観光消費の空間経済効果を産業連関表
の推計により示すとともに、豊後大野市における地域
資源を活用した観光の取り組みをアンケート調査の結
果から検証したものである。部門別にみると宿泊業で
最も生産誘発額が高いことや、熊本市や別府市、阿蘇
地域といった著名な観光地を有する地域で観光需要額
が高いことなどが示されるとともに、地域によっては
観光地としての再ブランド化を図る必要などが示され
た。質疑応答では、熊本地震による観光動向への影響
や、熊本と大分を結ぶ鉄道の影響、市町村合併の影響
などについて議論がなされた。 
第 2 発表「飛地と越境行政」（高木彰彦 :九州大学・
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寺床幸雄:立命館大学）は、全国の市区町村の飛地に
ついて、その形態を GISによりデータベース化して類
型化するとともに、類型ごとに事例地域を選定、その
行政サービスの状況などについて検討したものである。
飛地の不利性を行政サービスで克服していることや災
害時の対応が必要であること、また飛地という特殊性
を活かした PRなどが可能であることが提示された。質
疑応答では、広域合併との比較や住民意識との関連性、
飛地の解消の必要性に関する議論、そして飛び地の定
義などについて意見交換がなされた。 
第 3 発表「災害・消防応援協定ネットワークにみる
防災政策連携の地域構造」（村山徹:愛知大学）は、三
遠南信地域における災害・消防応援協定を指標として、
自治体間の連携・結合ネットワークの地域構造の一端
を帰納的に探索したものである。その結果、消防応援
と生活環境復旧の災害応援（廃棄物処理など）に関し
ては地方自治制度や地理的条件による影響がある一方、
物資提供や職員派遣などの災害応援に関しては基礎自
治体による比較的自由な裁量の余地があることが明ら
かにされた。質疑応答では、結びつきが実際の災害時
にどの程度機能するかや、高速道路などの地域間イン
フラが変化したときの影響などについてディスカッシ
ョンが行われた。 
第 4 発表「越境地域における大型店の立地調整とそ
の現状」（駒木伸比古:愛知大学）は、越境地域におけ
る大型店立地の全国分析と九州地方知事会による調整
システムの整理、そして大牟田-荒尾地域における大型
店出店状況の検討を行ったものである。県境地域にお
ける大型店出店は今後も続く可能性があること、九州
地方知事会による調整システム構築は評価できるが現
状では具体的な調整を実施することは難しいこと、そ
して県を越えた広域拠点設定や中心市街地活性化に関
わるビジョンや地域政策が必要であることなどが示さ
れた。質疑応答では、流通・小売企業によるドミナン
ト出店・スクラップアンドビルドなどの出店戦略との
関係性や、行政による調整システムが企業行動に与え
る影響などについて意見交換がなされた。 
コメンテーター （美谷薫:福岡県立大学）からは、
越境地域の「境」に関する定義に関わる行政区域、す
なわち行政が定めた「区域」が企業活動や住民生活に
どの程度の影響を及ぼすかについての視点の必要性、
そして行政区域の再編成および区域問題から ICT技術
の発達にともなう空間の意味や、基礎自治体の広域化
と少子高齢化による生活空間縮小との関係性を検討す
るうえでの地理学的視点の意義について指摘があり、
各発表へのコメントがなされた。 
その後の自由討論の時間では、参議院選挙の合同選
挙区（合区）における飛び地や越境の発生状況とそれ
にともなう住民からの反応をケースとして、行政シス
テムによる「越境」という現象に対してどのような場
合に住民が“違和感”や“問題”を有するかに関して
の議論がなされた。また、越境とソーシャル・キャピ
タル（社会関係資本）との関連性、特に越境現象が発
生した際に、ソーシャル・キャピタルが作られるかど
うか、についても意見交換がなされた。 
本分科会のテーマである「地理学的視点」の意義は
多様であるが、人文・自然現象を空間・場所・スケー
ルをキーワードとして読み解くことであると言っても
良い。コメンテーターからの指摘もあったとおり、行
政が定める「区域」と、人文・自然現象が展開する「範
囲」との「ずれ」が発生したときにいかなる問題が発
生するか、そのメカニズムを空間・場所・スケールと
いう視点からとらえて提示することは、政策や施策を
考えるうえで必要不可欠であると考えられる。本分科
会での各報告が、今後の越境政策に資することを期待
したい。 
 
 
○分科会４「越境地域と人材育成」総括 
岩崎正弥（愛知大学） 
 
分科会4では「越境地域と人材育成」をテーマに
した。今年度のテーマ趣旨は、内と外の人の関係性で
ある。この三遠南信地域の県境域では、生活圏の中で
越境が普通に行われてきた。越境する人材によって、
モノが運ばれ、文化・情報が伝達され、何よりネット
ワークの基盤が作られてきた。もちろん現在は ICTの
時代ではあるが、Face to faceによるナマの関係性こ
そが、実は「消滅可能性」などと言われる状況を、「持
続可能性」へと変換する重要な役割を果たすのではな
いかと考える。そこで本分科会では、このテーマ趣旨
に関わる 3名に報告をいただいた。 
第一報告「集落固有の行催事との関連に着目した他
出子を含めた圏域の再編による山間集落の支援手法」
（穂苅耕介:豊橋技術科学大学）は、新城市作手野郷
地区を対象に、集落内外の家族ネットワークによって
山間集落の暮らしを支えるあり方を検討したものであ
る。特に固有の行催事「暮らしの歳時記」に着目し、
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災害による孤立時にも自律できる暮らしの価値を明ら
かにすることを目的に、アンケート調査や住民ワーク
ショップの方法を用いた研究であった。他出した家族
ネットワーク（とりわけ集落との距離が 1時間程度の
他出子）によって行催事の運営がなされている事実を
明らかにすると同時に、災害時には（意外にも）この
家族ネットワークに頼らず、地区内での避難生活を実
現しうる自律的な生活の知恵を備えていることが示さ
れた。 
第二報告「中山間地域の集落を出た子どもたちの意
識」（舩戸修一:静岡文化芸術大学、中野七海:同舩戸
ゼミ 1 年、鈴木晴香:同舩戸ゼミ 2年）では、浜松市
天竜区佐久間町での他出子の意識調査結果の報告がな
された。集落の年齢構成を重視するいわゆる限界集落
論を批判し、集落維持の可能性を近隣に住み頻繁に通
う子ども（他出子）との関係に求めたものである。9
世帯17人が在住するA集落を対象に、他出子（その子、
孫も含む）を含めると 49人、年齢構成も 40代以下が
6 割を占め、約 8 割が車で 2 時間以内の場所に居住、
年に数回以上の頻度で帰省している事実を明らかにし
た。また親世代の予想に反して、将来帰郷する意思を
もつ他出子の存在を突き止め、また傍系の親戚の集落
との関わりを示唆するなど、他出子との関係によって
集落が維持される可能性を提示するものだった。 
 第三報告「東栄町観光まちづくり協会が目指す地域
の人づくり」（大岡千紘:東栄町観光まちづくり協会）
では、調査研究の視点から離れ、現場での実践活動の
知見が報告された。報告者の大岡氏自身、2014年に地
域おこし協力隊として東栄町に移住した外部人材であ
り、協力隊時代から東栄町独自の鉱物資源セリサイト
（絹雲母）に着目して地元企業とタイアップしたビュ
ーティーツーリズムに関わっていた。しかしながら、
単に外から人を呼び込む観光ではまちづくりにつなが
らない。そこで観光アイデアを住民から掘り起こし形
にするまちづくりを重ね合わせる「観光まちづくり協
会」が立ち上がったのである。観光協会は場であり、
一人ひとりを主人公にして、自分が楽しむことがまち
づくりにつながるというコンセプトで事業に取組んで
いる内容が報告された。 
 以上三報告に対して、事実確認の質問のほか、中山
間地域の維持に関する本質的な質問や意見がコメンテ
ーター（黍嶋久好）やフロアからなされた。冒頭に述
べたように、本分科会は内と外の人の関係性を問うも
のであった。人の関係性は当然コミュニティ自体のあ
り方を再検討する作業につながる。「関係人口」という
概念が人口論のなかで提示されているが、一定領域内
での完結した人間関係に基づく集落構造と、外にも開
かれた人的ネットワーク関係に基づく集落構造とでは、
そのあり方は当然異なるだろう。人口縮減時代にあっ
て、中山間地域の維持に向けた取り組みは、今後の我
が国全体のコミュニティ政策を考える上でも示唆に富
むものだと思われる。 
 
 
○分科会 5「越境地域と歴史・文化」総括 
和田明美（愛知大学） 
 
分科会 5「越境地域と歴史・文化」は「道と越境」
をテーマに、歴史・地理・文学・言語・民族の視点か
ら、三遠南信地域の歴史的な文字資料に着目しながら
和（』化文史歴の境越と道『。たきてめ進を究研に的続継
田明美編・青簡舎・2017年 4月）は、昨年度までの研
究成果を公にしたものであるが、本年度は本書のコン
セプトと研究成果の上に立ちつつも新たに「伝承」を
加え、古代から現代まで（古代神話の時代から 21世紀）
の三遠南信地域の歴史文化研究の深化・発展を目指し
た。当日のプログラムと内容は以下の通りである。 
 
 越境する伝承文化―奥三河の昔話伝承を通して―
…竹尾利夫（名古屋女子大学） 
 三遠南信地域の古代地名をめぐって 
…北川和秀（群馬県立女子大学） 
 三遠南信地域の歴史 GISデータベース化 
…飯塚隆藤（愛知大学） 
コーディネーター: 和田明美（愛知大学） 
コメンテーター : 藤田佳久（愛知大学） 
まず、第一報告者の名古屋女子大学竹尾利夫教授は、
『奥三河の昔話伝承』（武蔵野書院・1997 年）所収の
昔話資料に基づいて「越境する伝承文化」に関する報
告を行った。かつて氏は、名古屋女子大生活科学研究
所の「愛知県北設楽地方の生活文化」についての学術
調査に加わり、100 話を超える奥三河地方の昔話の実
態調査を基に、奥三河地方の昔話の体系的把握と話型
による分析を行った。語り手の高齢化と村落共同体の
崩壊に伴い、語りの系譜が断絶しつつある現在、その
調査報告書はますます貴重な存在となっている。本年
度の報告は、その昔話実態調査・分析をもとに、「道と
越境」の観点から昔話の話型と分布を捉え直したもの
120 愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 2017
となった。また、三遠南信地域の伝承文化の地域的特
色と風土性を解き明かした点で、従前より一段高いレ
ベルからの分析となった。例えば、『古事記』の三輪山
伝説に繋がる「蛇婿入り」は奥三河全域に分布してい
るが、実際には当域のみならず広く中部圏全域にわた
る分布が認められる。昔話のなかの鳥の鳴き声=オノマ
トペにも共通性・類型性があり、その一方で地域間の
変容も確認される（ピンピ・チンチ・ピンピン:鵯の声）。
これらの現象からは、伝承文化の伝播のありようがう
かがわれ、越境地域の文化圏形成のプロセスも推定可
能である。さらに「椀貸せ淵」伝承の伝播・分布と変
容の実態は、まさに「伝承文化」と「道（水系）と越
境」の相関性を示唆している。三遠南信地域の「伝承
文化」が、矢作川・豊川・天竜川等の水系や中馬街道・
伊那街道や秋葉街道等の道と関わりながら伝播し、文
化的交流を行ってきた経緯・実態がより一層明らかに
なったといえる。 
第二報告者の群馬県立女子大学北川和秀名誉教授は、
古代律令制下での三遠南信地域の地名についての報告
を行った。古代地名研究を牽引している氏は、数年来
「三遠南信地域の古代地名」にスポットを当てた研究
に携わっており、本年度の「三遠南信地域の古代地名
をめぐって」は、一段と詳細な史料に基づく実証的報
告となった。古代律令制の下では、国・郡・郷里は概
ね漢字二字（好字）で記されている。これは地名表記
に関する地域政策の結果ともいえる。和銅６（713）年、
風土記撰進とともに好字二字での地名表記の命が下さ
れた。「畿内と七道との諸国の郡・郷の名は好き字を着
けしむ」下命により（続日本紀）、古代の地名表記に政
治的統制が加えられたのである。その地名は 1300年の
間連綿と受け継がれ、今日なお主たる地名が漢字二字
で表されている所以ともなっている（平成市町村合併
等による新たな地名は除く）。氏は、『和名類聚抄』以
前の文献に見える地名、すなわち「参河国」「遠江国」
「信濃国（南信）」の郡名・郷里名について、当地域の
地名を記した木簡（藤原宮木簡・平城宮木簡・伊場遺
跡木簡等）や正倉院文書、『万葉集』等の調査をもとに
地名表記の分析を行い『和名類聚抄』と対照させつつ
考察した。特に「遠江国敷智郡」の「浜津郷」と「浜
松郷」（はまつ・はままつ）、「信濃国」の「束間郡」「筑
摩郡」（つかま・ちく（ぐ）ま）「千曲（川）」の表記を
めぐる報告は、当地の地名表記（好字二字）のみなら
ず古代日本語の音声と漢字音との関係にも波及するテ
ーマとなり、会場からも古代音韻・音化推定に関する
質問が寄せられた。 
第三報告者の飯塚隆藤愛知大学准教授は、「三遠南信
地域の歴史 GISデータベース化」についての報告を行
った。まず、絵図や古地図を手がかりに現在の地図と
重ね合わせながら三遠南信地域の歴史・文化を考察す
る「歴史 GISデータベース化」の方法を提示した。そ
のうえで、竹尾氏の著書『奥三河の昔話伝承』と当日
の報告内容を基に「三遠南信地域の歴史 GISデータベ
ース化」の試みを行った。飯塚氏の報告を通して、「水
系・道」と伝承文化の伝播・分布の状況がキュービッ
クに可視化され、「GISデータベース化」により今後の
三遠南信地域の歴史文化研究が新たな地平へと向かう
可能性が示された。 
分科会５「越境地域と歴史・文化」は、前年度まで
「道と越境」を基軸に文字文化研究を行ってきた。し
かし、越境地域における情報伝達・伝播と文化圏形成
を考える際には伝承文化や芸能文化を置き去りにはで
きない。その点でも、今年度新たに伝承文化研究が加
わったことは有意義であった。コメンテーターの藤田
佳久愛知大学名誉教授からも、三者の報告に対してコ
メントがなされ、また藤田氏が提唱する「三遠南信文
化軸」の観点からの有益な補足説明もなされた。特に
「花まつり」をはじめとする当該地域の「芸能文化」
と「伝承文化」の伝播や地理的分布状況、さらには両
文化の相関性についての指摘は、報告内容に一層地理
的な具象性を齎し、パースペクティブな考究へと導い
た。会場の参加者からも、報告者それぞれに対して質
問が寄せられ、相互に活発な意見交換がなされた。 
古代律令制下の日本・七道エリアは、律令による支
配を免れ得なかったとはいえ、地域が活力を持ちつつ
独自の文化を育んでいた。その地域的特性は、近代に
至るまで脈々と息づいていた。それゆえ、越境地域と
しての三遠南信の地名研究や伝承文化研究は、新たな
視点での歴史文化研究の糸口となりうる。とりわけ、
日本の東西文化が出会い交流する三遠南信地域の歴史
文化研究の重要性は高く、その独自性や特質を把握す
ることのなかにこそ、歴史文化を基軸とする越境地域
政策の可能性が潜んでいる。これらのことを確認し、
新たな研究の可能性を見据えつつ盛会の内に分科会 5
は終了した。 
